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【表１】　介護保険料段階別金額（令和３年度）

【表２】８月からの月額利用者負担上限額

所得
段階 対象になる人 計算方法 年間

保険料

1
本
人
が
市
民
税
非
課
税

世帯全員が市民税非課税

・生活保護の受給者（※市民税課税の場合あり）

基準額× 0.3 20,880 円・老齢福祉年金の受給者
・本人の前年の合計所得金額と課税年金収入額の
　合計が 80万円以下の人

2 本人の前年の合計所得金額と課税年金収入額の
合計が 120 万円以下の人 基準額× 0.5 34,800 円

3 本人の前年の合計所得金額と課税年金収入額の
合計が 120 万円を超える人 基準額× 0.7 48,720 円

4
世帯に市民税課税の人がいる

本人の前年の合計所得金額と課税年金収入額の
合計が 80万円以下の人 基準額× 0.9 62,640 円

5 本人の前年の合計所得金額と課税年金収入額の
合計が 80万円を超える人

基準額
（5,800 円× 12カ月） 69,600 円

6

本
人
が
市
民
税
課
税

前年の合計所得金額が 120 万円未満の人 基準額× 1.2 83,520 円
7 前年の合計所得金額が 120 万円以上 210 万円未満の人 基準額× 1.3 90,480 円
8 前年の合計所得金額が 210 万円以上 320 万円未満の人 基準額× 1.5 104,400 円
9 前年の合計所得金額が 320 万円以上 400 万円未満の人 基準額× 1.7 118,320 円
10 前年の合計所得金額が 400 万円以上 600 万円未満の人 基準額× 1.8 125,280 円
11 前年の合計所得金額が 600 万円以上 800 万円未満の人 基準額× 1.9 132,240 円
追加
12 前年の合計所得金額が 800 万円以上の人 基準額× 2.0 139,200 円

介
護
保
険
料
基
準
額

月
額
５
８
０
０
円

第
８
期
計
画
の
策
定
に
伴
い
、

本
年
度
の
介
護
保
険
料
を
改
定
し

ま
し
た
。
令
和
３
年
度
か
ら
３
年

間
に
必
要
と
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
用
の
見
込
み
に
基
づ
く
、
65
歳

以
上
の
介
護
保
険
料
基
準
額
は
、

月
額
５
８
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
段
階
に
第
12
段
階
を

追
加
し
ま
し
た
（
表
１
）。
さ
ら

に
、
前
計
画
期
間
か
ら
引
き
続
き

所
得
段
階
１
か
ら
３
に
公
費
を
投

入
し
、
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

所
得
段
階
を
基
に
算
定
を
行
っ

た
本
年
度
の
介
護
保
険
料
は
、
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
し

て
い
る
人
に
は
「
介
護
保
険
料
納

入
通
知
書
」
を
、
年
金
か
ら
の
天

引
き
で
納
付
し
て
い
る
人
に
は
、

「
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
兼
特

別
徴
収
開
始
通
知
書
」
を
７
月
中

旬
か
ら
順
次
送
り
ま
す
。

介
護
保
険
負
担
割
合
証
の
発
送

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に

負
担
い
た
だ
く
利
用
者
負
担
割
合

は
、所
得
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

要
介
護
（
支
援
）
認
定
を
受
け
て

い
る
人
に
、
８
月
１
日
か
ら
令
和

４
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
の

負
担
割
合
を
記
載
し
た
「
介
護
保

険
負
担
割
合
証
」（
ピ
ン
ク
色
）を
、

７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
介
護

保
険
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
保
管

し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
時

に
は
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
提
示

を
お
願
い
し
ま
す
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

上
限
額
が
変
わ
り
ま
す

　
高
齢
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
利
用

者
負
担
上
限
額
「
現
役
並
み
所
得

相
当
」
が
細
分
化
さ
れ
、
上
限
額

が
変
わ
り
ま
す
（
表
２
）。

　
介
護
保
険
で
は
、
１
カ
月
ご
と

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
自
己
負
担

額
を
超
え
た
場
合
、
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ
ま

す
。　
　
　
　
　

 

４
５
４
６
４

ID

特
定
入
所
者
介
護
（
予
防
）

サ
ー
ビ
ス
費
が
見
直
さ
れ
ま
す

介
護
施
設
へ
の
入
所
者
ま
た
は

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者
で
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
人
は
食
費
や

居
住
費
の
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

８
月
か
ら
、
こ
の
受
給
要
件
や

食
費
の
基
準
額
等
の
一
部
が
変
更

と
な
り
ま
す
。

現
在
、
こ
の
制
度
を
受
け
て
い

る
皆
さ
ん
に
は
、
６
月
中
に
変
更

点
を
記
し
た
更
新
案
内
を
発
送
す

る
予
定
で
す
。
受
給
要
件
等
を
確

認
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
市
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
で
詳
細
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
介
護
保
険
課

4
71
・
２
４
７
２ 

６
６
３
０
２

ID

７月までの利用者負担上限額（月額）

現役並み所得相当 44,400 円（世帯）

８月からの利用者負担上限額（月額）
現役並み所得相当 利用者負担上限額（月額）
年収約 1,160 万円以上 140,100 円（世帯）
年収約 770 万円以上約 1,160 万円未満 93,000 円（世帯）
年収約 383 万円以上約 770 万円未満 44,400 円（世帯）

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
が
ス
タ
ー
ト

進
展
す
る
超
高
齢
社
会
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
市
で
は
計
画
的
な
介
護
保
険
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像
と
介
護
保
険
料
額
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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介
護
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険
課
（
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【図１】　高齢者と認定率の推移・推計
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推計値

市が目指す２０２５年および２０４０年の将来像
●高齢者が、健康長寿に向けて介護予防・健康づくりの必要性を感じ、積極的に活動
をしている　

●高齢者が、地域の中で自分の有する能力を発揮して、役割をもって活動をしている
●高齢者が、地域のつながりの中で世代を超えて支え合うことで、自立した生活をお
くることができている

●高齢者が、介護が必要になっても住み慣れた地域や望む場所で安心して生活できる
よう、医療・介護における必要なサービスの提供が受けられている

●高齢者が、自分の意志で選択ができ、人生の最期まで自分らしい生活をおくること
ができている

将来像実現に向けた市の主な取り組み
●高齢者の社会参加の推進
●高齢者虐待や消費者被害の防止など高齢者の権利擁護の推進
●フレイル対策および認知症施策の推進

さ
ら
な
る
高
齢
化
に
備
え
て

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
と
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代

が
65
歳
以
上
と
な
る
２
０
４
０
年
に

は
、
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

と
と
も
に
、
介
護
ニ
ー
ズ
の
高
い
85
歳

以
上
人
口
が
急
速
に
増
加
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
安
曇
野
市
の
認

定
率
は
、
２
０
２
５
年
に
は
19・1
％
、

さ
ら
に
２
０
４
０
年
に
は
21・4
％
（
図

１
）
と
な
る
見
込
み
で
す
。

市
で
は
こ
れ
ら
を
見
据
え
、
令
和
３

年
度
か
ら
３
年
間
の
第
８
期
介
護
保

険
事
業
計
画
期
間
に
、「
市
が
目
指
す

２
０
２
５
年
お
よ
び
２
０
４
０
年
の
将

来
像
」（
上
記
）
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
進
め

ま
す
。

※認定率とは、65 歳以上の人口に占める要支援・要介護認定者数の割合


